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　６月６日、好天に恵まれた標津岳の山開きには、230人余りが頂上を

目指しました。頂上では、残雪が残った斜里岳や知床連山の山並みが

連なり、最高のパノラマを眺めることができました。�

　また、登山口には昨年完成し、今年から利用をはじめた水洗トイレ「木

もれび」もオープンしました。�

夏山シーズン到来�
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町には一般会計のほか、病院と水道の企

業会計、特定の事業を行うため一般の歳

入歳出と区分して経理するために設置さ

れた特別会計（平成15年度までは6会計、

平成16年度からは１会計増の７会計）

があります。�

今月号と８月号の２回に分けて各会計の

決算状況をお知らせします。�

　町立中標津病院は、平成15年4月から病床数を従来の220床

から、一般病床180床、療養病床19床の計199床の複合型病院

として新たなスタートを切りました。また、長年の懸案であり

ました循環器科が隔週１日の診療で開設する等、一部診療体制

が充実されましたが、一方でこれまで固定で派遣を受けていた

整形外科医師２名の派遣が受けられなくなり、出張医師による

診療になる等、住民の皆様にはご不便をかける状況となりました。

　平成15年度の病院事業会計は、この整形外科医師の非常勤

化の影響を受け厳しい経営状況となりました。�

病
院
事
業
会
計
�

【収益の部（表３）】�

　経営成績である損益計算書の総収益は38億9,126万円で、前年度に

比べ1億708万円の減となりました。このうち入院収益は整形外科医師

の非常勤化により患者が大きく減少した影響で、対前年度3億4,889万

円（18.8％）減の15億859万円、外来収益は、患者総数は減少したも

のの、患者1人当りの収入が増加したことから、対前年度1億2,833万

円（9.4％）増の14億9,518万円となりました。�

【費用の部（表４）】�

　一方、費用においては、給与費が看護師及び医療技術員の増等によ

り対前年度1,266万円（0.7％）増の18億7,761万円、薬品等の材料費は

患者数の減少に伴い、対前年度1億673万円（10.9％）減の8億6,872万

円となりました。結果、総費用は41億8,124万円で、前年度に比べ

9,333万円（2.2％）の減となりました。�

【一般会計繰入金】�

　借入金償還の一部や、救急医療・高度医療など通常の診療収入でま

かなえない経費などは、一定の基準により町の一般会計が病院会計に

対し負担することになっており、平成15年度は総額で11億1,253万円（う

ち収益的収入７億4,126万円）が一般会計から繰入されました。特に

本年度は、入院収益の大幅な減少による収支不足の補てんのため、多

額の繰入がされました。�

　なお、繰入金総額のうち、約4億6,000万円（41％）が国から地方交

付税交付金として町に交付されています。�

【経営状況】�

　平成15年度の収益費用差引きは表１のとおりマイナス（赤字）とな

っており、累積欠損金も11億円を超える厳しい経営状況になっています。�

　今後も整形外科をはじめとした医師の確保は不透明な状況にあり、

経営面においては引続き非常に厳しい状況ですが、根室北部の地域セ

ンター病院として、一層の経営効率化・健全化に努めて参ります。�

　また、平成14年度までの当院による大学医局への助成金につきまし

ては、昨年8月に新聞報道がなされ、町民の皆様には大変なご心配を

お掛けしましたが、平成15年度におきましては支出していません。�

�

表４　総費用41億8,124万円�
�

給与費�
18億7,761万円�
（45％）�

材料費�
8億6,872万円�
（21％）�

経費�
6億5,508万円�
（16％）�

減価償却費�
5億1,834万円�
（12％）�

�

支払利息�
1億5,305万円�
（4％）�

その他　�
1億844万円（2％）�

表1　病院事業会計決算の推移（新病院移転後）�

年度�
年 間 延 患 者 数 �

企業債元金残高�
収益的収支決算額（消費税抜き）�

入　院�（１日平均）� （１日平均）�外　来� 収益合計� 費用合計�

11�

12�

13�

14�

15�

�

53,651人�

55,417人�

56,155人�

55,180人�

45,008人�

�

147人�

152人�

154人�

151人�

123人�

�

712人�

795人�

847人�

874人�

764人�

�

172,258人�

194,846人�

207,468人�

215,102人�

188,641人�

�

36億7,063万円�

37億4,647万円�

39億2,279万円�

39億9,834万円�

38億9,126万円�

�

40億3,428万円�

39億   255万円�

41億1,195万円�

42億7,457万円�

41億8,124万円�

�

78億2,754万円�

75億   564万円�

71億3,268万円�

66億6,281万円�

61億3,600万円�

�

入院　45,008人�

外来　188,641人�

表２　居住地別患者数（平成15年度）�

5,964人�

中標津町　　　別海町　　　標津町　　　羅臼町�

その他�

4,192人�

3,486人�

28,373人�

19,303人�

16,621人�

中標津町�

29,087人　65％�

中標津町�

117,034人　62％�

表３　総収益38億9,126万円�

その他　1億4,623万円（４％）�

入院収益�
15億859万円�
（39％）�

�

一般会計繰入金�
7億4,126万円�
（19％）�

外来収益�
14億9,518万円�
（38％）�
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平成15年度�

各会計の決算を�
お知らせします�

　平成15年度の経営状況は、効率的な運営に努め、給水人口・

戸数とも若干ながら伸び、さらには漏水調査や配水管の計画的

な整備により有収率（※１）も向上することができ、事業収支

において良好な経営状況となりました。�

　しかしながら、水道施設（浄水場を含む）の老朽化に伴う整備、

改修や漏水調査、水道水の水質向上、水量・水圧不足の改善など、

種々の問題を抱えており、多様化している町民のニーズに着実

に応えていくため、これらの整備について更に計画的に進めて

いかなければなりません。�

水
道
事
業
会
計
�

　経営成績である損益計算書の収益は、4

億6,018万円（前年比△5,848万円）になり

ました。水道料金収入では、給水戸数で76

戸増の9,484戸、給水量で24,833k増の

1,993,750kになったことで、対前年度より

417万円増加しました。費用については受

託工事費などが減少したため、6,619万円

減少の3億8,891万円となり、平成15年度の

純利益は、対前年度771万円増の、7,127万

円となりました。�

　有収率は、82.8％と対前年度2.1％増加し

ました。これにつきましては、毎年有収率

向上として年次的な配水管整備や本管の漏

水対策調査を行い、さらに老朽管取替など

計画的な配水管整備を行ってきた成果だと

考えており、引き続き漏水調査及び配水管

整備を行うことにしています。�

　資本的収支（表２）では、支出で本年度、

配水管整備などの建設改良費などで3億

2,009万円となり、収支で2億9,554万円不足

が生じ、損益勘定留保資金（※２）等で補

てんしました。�

※１　有収率…浄水場から配水された水量を�
　　　100として、水道料金掛金売上げとな�
　　　る水量の割合。（高いほど優良な経営�
　　　に結びつく。）�
※２　損益勘定留保資金…経常費用のなかで�
　　　現金の支払いの伴わない経費（減価�
　　　償却費等）�

表１　収益的収支（※１）及び業務量の推移�

年度�事業収益�
うち水道料金収入� 事業費用�年度末給水戸数�

年間給水量�

11�

12�

13�

14�

15

4億6,001万円�

4億9,056万円�

5億3,683万円�

5億1,866万円�

4億6,018万円�

4億1,471万円�

4億3,240万円�

4億3,525万円�

4億3,306万円�

4億3,723万円�

4億   620万円�

4億4,029万円�

4億7,999万円�

4億5,510万円�

3億8,891万円�

8,590戸�

9,097戸�

9,255戸�

9,408戸�

9,484戸�

1,721,010k

1,975,692k�

1,974,607k

1,968,917k

1,993,750k

表２　資本的収支（※２）及び企業債（※３）の年度末残高�
　　　の推移�

年度� 収入額�
企業債借入金�建設改良費等�企業債償還額�

企業債年度末残高�

11�

12�

13�

14�

15

2億7,312万円�

1億8,851万円�

1億2,542万円�

2億1,364万円�

    2,455万円�

   

1億9,090万円�

1億3,090万円�

8,860万円�

1億8,260万円�

　　1,500万円�

　�

3億6,691万円�

2億4,669万円�

1億5,700万円�

2億6,043万円�

1億7,410万円�

1億   228万円�

1億   708万円�

1億1,536万円�

1億2,326万円�

1億4,599万円�

17億1,683万円�

17億1,683万円�

17億7,870万円�

18億3,804万円�

  17億   704万円�

 

支　　出�

（※１）収益的収支とは、水道事業会計のうち施設の運転・管理等水道�
　　　　事業を運営するための経費とその財源です。�

（※２）資本的収支とは、水道事業会計のうち水道施設を建設・整備
　　　　するための経費と財源です。�
（※３）企業債とは、水道施設等の整備を行うための費用は莫大であ

り、水道料金だけでは足りませんので、国や公営企業金融公
庫等からの借金で補っています。�

　　　　また、収益的（事業）収支で得た利益は、これらの借金の返
済（償還）に充てられます。�

【標津川水管橋（町道28線道路・緑豊橋に並んで架設）】 中標津市街地の水は、この水管橋を通り供給されています。
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【主な歳出の内訳】�

　◆保険給付費………診療報酬、療養費、出産一時金など�

　◆老人保健拠出金　　老人保健、介護保険、共同事業（高度医�

　◆介護保険納付金　　療費）の各制度に基づき保険者として国�

　◆共同事業拠出金　　等に納付するもの�

　中標津町公設地方卸売市場は、消費者に安定した

商品を供給するため、昭和50年に設置されました。�

　根釧地方で公設の市場として開設されているのは、

中標津町の1ヵ所となっています。�

　中標津町公設地方卸売市場は、食の安定供給に寄

与するとともに、安全、安心な食べ物を取り扱って

いますが、平成3年をピークに取扱高及び取扱数量

共に減少傾向にあります。�

　これらの要因としては、町内における小売店舗の

減少などが考えられます。�

　市場予算額も年々減少していますが、予算に占め

る繰入金の割合は平成16年度予算では27.2％となり

増加傾向にあります。これについては、建設費の償

還金が平成17年をピークにそれ以降は減少する見

込みであり、繰入金の額も減少する見込みです。�

【主な歳出の内訳】�

　◆管理費…市場施設の修繕料及び施設の管理委託料など�

　◆公債費…借入金の償還や利子�

{

平成15年度決算額�

歳　　　　入� 歳　　　　出�

国民健康保険税  �

国 庫 支 出 金   �

療養給付費交付金�

道 支 出 金   �

連 合 会 支 出 金   �

共同事業交付金  �

繰 入 金   �

そ の 他 �

合 計 �

総 務 費   �

保 険 給 付 費   �

老人保健拠出金  �

介護保険納付金  �

共同事業拠出金  �

保 健 事 業 費   �

基 金 積 立 金   �

そ の 他   �

合 計   

　国民健康保険の加入者状況は、平成

16年３月末現在で被保険者数10,007人、

世帯数4,219世帯となっています。�

　国保加入被保険者のうち、老人保健対

象者は1,799人で占める割合は18.0%と

なっており高齢化が進んでいます。�

　平成15年度の決算額は、歳入が24億

5,059万円で前年度対比２億328万円の増、

歳出が24億1,717万円で前年度対比、１

億9,713万円の増となっています。これ

により歳入歳出差引額3,342万円の黒字

決算となりました。�

　15年度は、国が平成14年10月に行っ

た老人保健対象年齢の引き上げ、公費負

担割合の見直し、高額医療費の制度化や

診療報酬の改定などの医療制度改革の影

響もあって、国保会計の負担が軽減され

ました。�

　しかしながら、1年間の１人当たりの

診療費を前年度と比較すると、一般被保

険者では減少していますが、退職被保険

者と老人保健対象者の高齢者層での１人

当たり診療費が伸びています。�

　医療費は、今後も増え続けていくこと

が予想されますが、定期的に健康診断を

受け、病気の早期発見、早期治療を心が

けましょう。�

10億514�

8億3,696�

2億2,153�

1,753�

36�

6,311�

3億21�

575�

24億5,059

5,706�

13億9,096�

7億6,700�

1億1,945�

5,561�

756�

1,860�

93�

24億1,717

平成15年度決算額� （万円）�

（万円）�

歳　　　　入� 歳　　　　出�

使 用 料   �

繰 入 金   �

そ の 他   �

合 計   

管 理 費   �

公 債 費   �

  �

合 計   

1,547 �

535 �

1 �

2,083 

239 �

1,844 �

 �

2,083 

※歳入歳出差し引き額3,342万円は、平成16年度にて基金に積立。�
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　下水道は、快適な暮らしに欠くことのできな

い都市施設です。当町の水洗化普及率は、89.9

％（全道88.5％）になっています。その反面水

洗化が普及するにあたり、下水道汚泥処理に係

る費用や処理場等維持管理費が年々増加しており、

その費用を全部使用料で賄うことは、相当な負

担（使用料は約460円／Kになる）となるため、

使用料の軽減として一般会計からの繰入金とし

て補てんを受けていますが、近い将来において、

使用料のみでの運営を行うことを目標として効

率的な経営を行っています。�

　また、下水道汚泥の有効活用として、一昨年

より発酵乾燥させ、匂いも気にならないほど完

熟させてある、汚泥堆肥（普通肥料名「環甦（か

んそ）」）については、数量には限定がありま

すが毎年春・秋の年２回無料で配布しており、

大きな反響を呼んでいます。�

下
水
道
事
業
特
別
会
計
�

町
営
牧
場
特
別
会
計
�

【主な歳出の内訳】�

　◆建設費…汚水管整備（緑町・明生地区）7.7ha、2,291m�

　　　　　　雨水管整備（運動公園整備関連）9.7ha、451m�

　◆管渠維持管理費…汚水管清掃2,250m、マンホール・公共桝等�

　　　　　　　　　　修繕89基など�

　◆処理場維持管理費…中標津下水終末処理場、計根別及び養老�

　　　　　　　　　　　牛温泉にある浄化センターに係る維持管�

　　　　　　　　　　　理費や修繕費など�

　◆公債費…借入金の償還金や利子�

　◆水洗化普及費…水洗便所等改造資金貸付、利子補給金など�

　町営牧場は、町の基幹産業である酪農畜産経営

の生産コストの低減と労働力の軽減などを目的と

して昭和38年に設置されました。昭和43年には農

業構造改善事業で開陽台牧場、昭和56年には国営

事業で俵橋牧場を開設し、人工授精牛を主に夏期

預託放牧事業を行っています。また、平成10年よ

り道営事業を取り入れ、開陽台牧場の草地更新等

の再整備を実施しています。受入頭数は、多頭飼

育による酪農経営の大型化により増加傾向にあり

ます。また、牧場予算は現在、道営事業の負担金

支出のため１億円を超える規模となっていますが、

事業終了後の平成17年以降は8千万円～9千万円に

減少する見込みです。繰入金については、過去の

牧場整備に係る償還金のピークが平成16年度まで

続くため、5千万円前後で推移し、それ以降は年々

減少する見込みです。�

【主な歳出の内訳】�

　◆管理費…牧場運営委員会などに係る諸経費�

　◆事業費…草地の管理経費及び道営事業の負担金�

　　　　　　（平成15年度実施事業量⇒草地改良40.7ha)�

　◆公債費…借入金の償還金や利子�

平成15年度決算額�

歳　　　　入� 歳　　　　出�

下 水 道 使 用 料   �

受 益 者 負 担 金   �

国 ・ 道 補 助 金   �

繰 入 金   �

町 債   �

そ の 他   �

合 計 �

建 設 費   �

管渠維持管理費  �

処理場維持管理費  �

公 債 費   �

水 洗 化 普 及 費   �

総 務 費   

 

 �

合 計   

3億1,120 �

3,360 �

1億9,372 �

8億2,722 �

2億8,300 �

925 �

16億5,799 

4億3,570 �

2,070 �

1億6,920 �

9億9,955 �

1,033 �

2,251 �

16億5,799 

（万円）�

（万円）�

平成15年度決算額�

歳　　　　入� 歳　　　　出�

放 牧 料   �

入 牧 手 数 料   �

財産貸付収入  �

繰 入 金   �

町 債   �

そ の 他   

 

 �

合 計   

管 理 費   �

事 業 費   �

公 債 費   �

  �

  �

  �

合 計   

3,402 �

50 �

455 �

5,066 �

740 �

4 �

9,717 

23 �

5,661 �

4,033 �

 �

 �

 �

9,717 
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参議院議員選挙の�
投票日は�

7月11日（日）です�

七
月
十
一
日
（
日
）
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日

で
す
。
こ
の
選
挙
は
、
国
政
を
担
う
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙

で
す
。�

公
職
選
挙
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
不
在
者
投
票
制
度
の
内
、

「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。�

私
た
ち
の
意
見
や
考
え
方
を
代
弁
し
て
く
れ
る
代
表
者
を
選

ぶ
選
挙
に
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
清
き
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。�

投
票
の
で
き
る
人�

�

　
こ
の
選
挙
で
投
票
の
で
き
る
人
は
、
昭
和
五

十
九
年
七
月
十
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平
成
十
六
年
三
月
二
十
三
日
以
前
か
ら
引
き
続

き
当
町
に
在
住
（
住
民
登
録
）
し
て
い
て
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。�

・
投
票
日
に
満
二
十
歳
以
上�

・
中
標
津
町
に
住
民
登
録
（
三
月
二
十
三
日
以 

　
前
に
）
し
、
選
挙
人
名
簿
登
録
者�

暮らしがかわる、まちがかわる�

市町村合併�市町村合併�⑱�
今、町が目指しているのは、羅臼町との合併。来年３月ま

でに両町議会で議決し、順調に進むと平成17年10月に新

市が誕生。根釧地方では釧路市、根室市についで、３番目

の市が誕生することになります。�

今月号では、６月に開催した合併の住民説明会と合併講演

会の内容についてお知らせします。�

　
町
で
は
、
合
併
に
向
け
た

「
新
市
将
来
構
想
」
を
基
に
、

住
民
と
意
見
交
換
を
四
回
、
開

催
し
ま
し
た
。
一
回
目
の
六
月

二
十
八
日
、
町
総
合
文
化
会
館

に
約
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
同
会
議
で
は
、
新
出
町
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
担
当
者
か
ら

①
合
併
の
時
代
背
景
②
二
町
の

現
状
と
将
来
推
計
③
合
併
の
効

果
と
懸
念
事
項
④
合
併
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

出
席
し
た
町
民
と
町
長
が
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。�

住
民
説
明
会�

始
ま
る�

市
町
村
合
併
の
意
義
は
…�

合
併
講
演
会
開
催�

　
「
合
併
し
て
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
の
か
？
そ
の
視
点
は

何
か
？
」
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

関
西
学
院
大
学
大
学
院
教
授
の
小
西

砂
千
夫
氏
を
講
師
に
招
い
て
六
月
十

一
日
に
町
総
合
文
化
会
館
で
市
町
村

合
併
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
両
町
と
中
標
津

町
・
羅
臼
町
合
併
協
議
会
が
主
催
し
、

実
施
し
た
も
の
で
、
町
民
九
十
人
余

り
が
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

そ
の
前
日
に
は
羅
臼

町
公
民
館
で
も
約
百

五
十
人
が
参
加
。
参

加
人
数
で
見
る
と
両

町
民
に
合
併
の
取
り

組
み
に
対
す
る
意
識

の
違
い
が
明
確
に
現
れ
た
結
果
に
な

り
ま
し
た
。�

　
小
西
講
師
は
、
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
「
財
政
を
理
由
と
し
た
合
併
は

ふ
る
里
を
お
金
で
売
る
よ
う
な
も
の
。

将
来
へ
の
目
的
や
志
が
あ
る
か
で
合

併
の
意
義
が
出
て
く
る
」
と
話
し
、

「
行
政
が
合
併
に
向
け
て
、
行
政
手

続
を
淡
々
と
進
め
て
行
く
と
無
残
な

結
果
が
残
る
。
住
民
が
ど
う
い
う
マ

チ
に
し
た
い
の
か
・
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
講

演
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
講
演
の
後
、
小
西
講
師
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
―
タ
ー
に
「
合
併
に
よ
る

可
能
性
に
つ
い
て
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
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�

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら�

閉
所
時
間
は
地
区
に
よ
っ
て�

異
な
り
ま
す�
�

　
町
に
は
、
十
九
ヶ
所
の
投
票
所
が
あ
り
、
開

所
の
時
間
は
い
ず
れ
の
投
票
所
も
午
前
七
時
か

ら
で
す
。
閉
所
の
時
間
は
地
区
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。�

　
中
標
津
市
街
地
（
第
一
〜
第
四
投
票
所
）
と

計
根
別
市
街
地
（
第
十
一
投
票
所
）
は
午
後
八

時
ま
で
。
そ
れ
以
外
の
投
票
所
に
つ
い
て
は
、

午
後
六
時
ま
で
で
す
。
入
場
券
な
ど
で
、
自
分

の
投
票
所
の
閉
所
時
間
を
確
認
の
上
、
時
間
内

に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。�

�

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に�

�

　
入
場
券
を
紛
失
し
た
り
、
忘
れ
た
り
し
て
も
、

投
票
所
に
い
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
少
々
時
間
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
入
場
券
を
忘
れ
ず

に
持
っ
て
投
票
所
に
い
き
ま
し
ょ
う
。�

�

期
日
前
及
び
不
在
者
投
票
は�

七
月
十
日
ま
で�

�

●
期
日
前
及
び
不
在
者
投
票
期
間�

　
六
月
二
十
五
日
（
金
）
〜�

　
七
月
十
日
（
土
）�

●
期
日
前
及
び
不
在
者
投
票
時
間�

　
毎
日
午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時�

●
投
票
場
所�

　
中
標
津
町
役
場
一
階�

選挙についてのお問い合わせは、�

　中標津町選挙管理委員会まで。�
　【役場庁舎１階　1（3）3111　1（3）3136】�

飯島　実さん（中標津町）�
　元航空局中標津空港出張所長�

　現在はＮＰＯ法人伝成館まちづくり協議会代表�

　東京都出身�

Ｑ　合併の効果は�
Ａ　議会と役場のスリム化。また，リフレッシュする千載一遇のチャンス。�
Ｑ　合併で心配することは�
Ａ　心配しすぎて絶好の機会を逃すこと。�

松村　啓市さん（中標津町）�
　中標津石油㈱代表取締役�

　中標津町景観審議委員�

　中標津町出身　�

Ｑ　合併の効果は�
Ａ　未来への可能性が広がる。双方の宝の山との出会いのチャンス。�
Ｑ　合併で心配することは�
Ａ　夢の実現を描いているのか。�
　　合併のご都合主義で進んでいないかが心配。�

阿保　薫さん（羅臼町）�
　羅臼町観光協会会長�

　㈱シレトコ・アクア・プロジェクト代表�

　羅臼町出身�

Ｑ　合併の効果は�
Ａ　大きな可能性が広がる。�
　　広域観光の取り組みが進む。�
Ｑ　合併で心配することは�
Ａ　沢山の問題をクリアーしていく事。�

パ
ネ
リ
ス
ト
の
３
人
に
合
併
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。�

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
飯
島
さ
ん
は

「
両
町
が
互
い
に
引
き
立
て
あ
う
関

係
が
必
要
」
、
羅
臼
町
の
阿
保
さ
ん

は
「
知
床
世
界
遺
産
（
候
補
）
を
両

町
で
取
り
組
め
ば
、
よ
り
大
き
な
可

能
性
が
広
が
る
」
と
し
、
松
村
さ
ん

は
「
両
町
の
予
算
（
合
計
）
約
二
百

億
円
の
将
来
像
で
な
く
、
両
町
の
地

域
経
済
生
産
額
千
五
百
億
円
を
ベ
ー

ス
に
物
事
を
考
え
る
べ
き
」
と
発
言

し
ま
し
た
。�

　
会
場
か
ら
の
「
両
町
の
人
的
交
流

事
業
を
検
討
し
て
い
る
」
（
商
工
会

青
年
部
）
と
の
発
言
を
受
け
、
小
西

講
師
は
「
そ
れ
は
非
常
に
良
い
こ
と
」

と
評
価
し
た
上
で
、
「
こ
れ
ま
で
各

地
で
講
演
を
し
て
き
た
が
、
こ
う
い

っ
た
（
お
互
い
の
住
民
が
交
流
し
よ

う
と
い
う
提
案
が
だ
さ
れ
る
）
雰
囲

気
の
講
演
会
は
初
め
て
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。�

入場券裏面�
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「保険料免除制度」が�
あります�

こんなときは�

国民年金制度は20歳から60歳までの40年間加入し、保険料を納付する
ことが必要ですが、所得の減少や失業等で経済的に保険料の納付が困
難な場合には、国民年金保険料の免除制度があります。�

　病院などの保険医療機関で受診

した際の医療費の助成制度の中に、

町が実施している老人医療の助成

制度(北海道の補助事業) があります。�

平成16年８月１日以降は、老人医

療受給対象者の年齢が毎年１歳ず

つ引き上げとなり、平成20年３月

末をもって事業廃止となります。

（老人医療費の助成期間は、受給

者となった日から平成20年３月診

療分までの医療費が助成の対象と

なります）�

�

　これにより、平成16年８月１日

以降に満65歳になる方（昭和14年

８月１日以降に生まれた方）は、

老人医療の受給対象にはならなく

なります。�

�

　この結果、老人医療受給対象者

となる要件は次のとおりとなります。�

a昭和14年７月31日までに生まれ

　た方で�

　①配偶者の方が満60歳以上の老 

　　人夫婦のみの世帯�

　②老人夫婦世帯と児童の世帯　�

　③単身者の世帯�

s所得の額が基準の額を超えてい

　ない方�

d別居している子供の所得が基準

　の額を超えていない方�

詳しくは保険介護課国保医療係まで。�

※半額免除の承認を受けても、残る半額の保険料を納付しなかった期
間は未納期間となり、その間の事故や病気で重い障害が残っても、
障害基礎年金は支給されない場合がありますのでご注意ください。�

保険料免除には�

免除の対象となる方�

保険料の全額が免除される�

「全額免除」�
（給付は１／３）�

保険料の半額が免除される�

「半額免除」�
（給付は２／３）�

所得（収入）が�
一定基準を下回る方�
※所得（収入）のめやすは下表を参照�

生活保護法による�
生活扶助以外の扶養を�
受けている方。�

障害者または寡婦で、�
前年の所得が�

125万円以下の方。�

風水害、失業等で保険料の�
納付が困難で、その事実を�
証明できる公的機関の書類�
を提出できる場合。�

●夫か妻のいずれかのみに所得（収入）のある世帯の場合�

免除申請・学生納付特例の申請についてのお問い合わせは�

国民年金窓口または社会保険事務所へ�
※申請書は生活課年金係にご提出ください。�

● 単身世帯の場合�

※但し、申請者の配偶者や世帯主についても、免除基準に該当しないと�
　承認されませんので、ご承知ください。�
�
免除の期間は�
　７月（または申請月の前月）から翌年６月までです。７月から�
　免除を希望される方は8月末までに申請してください。�
　免除を受ける方は、毎年申請が必要です。�

世　帯　員　数�

世　帯　員　数�

単　身　世　帯�

164万円　　　　285万円�
（260万円）� （424万円）�

129万円　　　　215万円�
（210万円）� （333万円）�

   94万円　　　　172万円�
（159万円）� （271万円）�

35万円  　　　　 85万円�
（100万円）� （150万円）�

免除となる所得（収入）のめやす（　）は収入�
　  全　額　免　除　　　　  半　額　免　除�

免除となる所得（収入）のめやす（　）は収入�
　  全　額　免　除　　　　  半　額　免　除�

４人世帯（夫婦、子２人）�
（子の１人は16歳以上23歳未満）�

３人世帯（夫婦、子１人）�
（子は16歳未満）�

２人世帯�
（夫婦のみ）�

平成16年８月１日から�
老人医療受給者の対象年齢が�
引き上げになります。�

�
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健康いちばん�

井　内　康　之�

「病は血から」�

『
防
災
』
③�

　
中
標
津
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
四
月
よ
り
町
立
中
標
津
病
院
に

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
内
科

の
井
内
（
い
う
ち
）
と
申
し
ま
す
。
�

　
今
日
は
血
液
の
病
気
に
関
し
て
の

お
話
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
前
に
も
ま
し
て
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌

な
ど
で
血
液
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
と
く
に
「
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ

に
す
る
」
こ
と
が
大
き
な
関
心
を
集

め
て
い
る
よ
う
で
す
。
確
か
に
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
命
に
関
わ
る
重

篤
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う

の
で
、
そ
の
よ
う
な
観
点
で
血
液
検

査
は
必
要
な
の
で
す
が
、
た
だ
、
血

液
は
胃
腸
な
ど
の
他
の
臓
器
と
違
い
、

痛
み
や
不
快
感
な
ど
は
っ
き
り
と
し

た
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
部
位
な
の
で
、

意
外
と
あ
り
き
た
り
な
症
状
か
ら
血

液
そ
の
も
の
の
病
気
が
見
つ
か
る
こ

と
が
あ
る
の
で
す
。
�

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
白
血
病
が
あ

り
ま
す
。「
血
液
の
ガ
ン
」
で
あ
る

白
血
病
に
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
、

急
性
と
慢
性
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に

急
性
白
血
病
は
、
子
供
と
高
齢
者
に

頻
度
が
高
い
病
気
で
す
。
急
に
発
症
し
、

寒
気
を
伴
う
高
熱
や
、
歯
茎
か
ら
の

出
血
、
め
ま
い
と
い
っ
た
貧
血
症
状

な
ど
多
彩
な
症
状
を
呈
す
る
の
が
特

徴
で
す
。
実
際
、
た
だ
の
風
邪
と
思

っ
た
ケ
ー
ス
で
、
血
液
を
調
べ
て
み

る
と
判
明
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
�

　
ま
た
、
も
う
一
つ
の
慢
性
白
血
病

で
す
が
、
こ
れ
は
中
高
年
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
あ
る
程
度
血
球
の
機
能

が
保
た
れ
て
い
る
の
で
、
発
症
も
ゆ

る
や
か
で
、
だ
る
さ
、
微
熱
、
疲
れ

や
す
い
と
い
っ
た
、
特
に
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
れ
ば
誰
で
も
感
じ
る
よ
う

な
症
状
ば
か
り
で
す
。
最
近
は
健
康

診
断
で
白
血
球
増
加
が
指
摘
さ
れ
て

見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ

ぼ
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
一
番
の
問

題
な
の
で
す
。
�

　
か
つ
て
、
白
血
病
は
不
治
の
病
と

さ
れ
、
今
も
テ
レ
ビ
や
映
画
に
登
場

す
る
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
か
か
っ
て

し
ま
う
病
気
の
代
表
選
手
で
す
が
、

急
性
、
慢
性
に
関
わ
ら
ず
十
年
以
上

も
元
気
に
暮
ら
す
患
者
さ
ん
、
完
治

し
て
職
場
復
帰
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が

増
え
て
い
ま
す
。
�

　
発
見
が
早
け
れ
ば
、
こ
こ
数
年
の

間
に
登
場
し
た
治
療
効
果
の
高
い
新

薬
の
使
用
も
可
能
で
あ
り
ま
す
の
で
、

「
病
は
血
か
ら
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、

普
段
か
ら
で
き
る
だ
け
血
液
検
査
を

受
け
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
�

�

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う�

�

　
大
災
害
が
発
生
し
た
時
、
公
共
の
防
災
機
関
は
総
力
を
あ
げ
て
応
急
対

策
を
行
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
地
域
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
自
主
防
災
組
織
は
、
『
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い

う
地
域
住
民
の
自
衛
意
識
と
連
帯
感
に
基
づ
き
、
結
成
さ
れ
る
防
災
組
織

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。�

　
通
常
、
町
内
会
や
自
治
会
単
位
で
結
成
さ
れ
、
『
○
○
町
内
会
自
主
防

災
組
織
』
と
い
っ
た
名
称
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。�

自
主
防
災
組
織
の
役
割�

　
地
域
内
で
自
主
的
に
活
動
を
行
う
自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。�

①
役
場
、
消
防
署
な
ど
の
防
災
機
関
と
の
情
報
交
換
や
地
域
住
民
へ
の
情

　
報
の
伝
達�

②
火
災
の
発
生
防
止
や
初
期
消
火�

③
地
域
住
民
の
安
否
の
確
認�

④
地
域
住
民
が
安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
誘
導�

⑤
障
害
者
、
高
齢
者
、
妊
婦
、
乳
幼
児
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
要
援
護
者
へ
の
援
助�

⑥
簡
単
な
工
具
を
使
っ
て
の
救
出
や
負
傷
者
の

救
護�

　
こ
れ
ら
の
役
割
は
、
他
の
地
域
や
防
災
機
関

か
ら
の
援
助
が
す
ぐ
に
及
ば
な
い
大
災
害
で
は
、

一
層
大
き
く
な
り
ま
す
。�

　
自
主
防
災
組
織
活
動
に
対
し
て
は
、
『
宝
く

じ
助
成
』
に
よ
る
施
設
・
機
器
等
の
整
備
に
対

す
る
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
自
主
防
災
の
組
織
化
に
つ
い

て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し
く

は
、
総
務
部
総
務
課
行
政
改
革
・
防
災
係
ま
で
。�

�

町立中標津病院　内科医長�



�町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�七
月
の
整
形
外
科
診
療
日
�

����������「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
」
の
更
新
申
請
（
継
続

申
請
）
の
お
知
ら
せ
�

�　現
在
お
持
ち
の
「
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」
は
九
月
三
十
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
。
�

　
今
年
度
か
ら
「
個
別
通
知
は
し
ま
せ

ん
」
の
で
、
引
き
続
き
「
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
」
が
必
要
な
方
は
、
現
在

お
持
ち
の
「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」

を
持
参
し
関
係
書
類
を
添
え
て
、
八
月

二
日
（
月
）
〜
九
月
十
日
（
金
）
ま
で

に
更
新
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
�

　
疾
患
等
に
よ
り
提
出
書
類
が
違
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
中
標
津
保
健
所
健
康
推
進

課
保
健
予
防
係
1
（
２
）
２
１
６
８
ま
で
。
�

�建
築
確
認
申
請
等
手
数
料
の
�

改
定
の
お
知
ら
せ
�

�　
中
標
津
町
に
お
け
る
建
築
確
認
申
請

等
手
数
料
が
七
月
一
日
か
ら
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
北
海
道
に
お
い
て
は
、
四
月

一
日
よ
り
手
数
料
が
改
定
さ
れ
て
お
り
、

中
標
津
町
の
手
数
料
額
が
北
海
道
の
改

定
額
と
同
一
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
建
築
確
認
申
請
等
手
数
料
改
定
項
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

・
建
築
物
確
認
申
請
及
び
建
築
物
完
了
�

　
検
査
申
請
手
数
料
�

・
工
作
物
確
認
申
請
及
び
工
作
物
完
了
�

　
検
査
申
請
手
数
料
�

・
仮
設
建
築
物
建
築
許
可
申
請
手
数
料
�

・
道
路
の
位
置
の
指
定
申
請
手
数
料
�

・
建
築
基
準
法
第
八
十
六
条
関
係
手
数
料
�

　
改
定
手
数
料
額
に
つ
い
て
は
、
中
標

津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

建
設
水
道
部
街
づ
く
り
推
進
室
建
築
指

導
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

�中
標
津
都
市
計
画
用
途
地
域

変
更
（
拡
大
）
案
に
つ
い
て
�

�　
町
で
は
、
市
街
地
の
健
全
な
発
展
と

秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
、
用
途
地

域
の
変
更
（
拡
大
）
に
係
る
案
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
に
案
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
�

変
更
内
容
�

　
既
存
用
途
地
域
に
隣
接
す
る
、
既
に

市
街
化
が
進
ん
で
い
る
次
の
五
地
区
に

用
途
地
域
を
指
定
し
ま
す
。
�

　
①
川
西
地
区
、
②
緑
町
地
区
、
③
近

藤
団
地
地
区
、
④
墓
地
東
側
地
区
、
⑤

佐
々
木
団
地
地
区
。
�

縦
覧
期
間
�

　
七
月
十
四
日
（
水
）
〜
�

　
七
月
二
十
八
日
（
水
）
ま
で
。
�

�

縦
覧
場
所
�

　
建
設
水
道
部
街
づ
く
り
推
進
室
�

意
見
書
に
つ
い
て
�

・
提
出
期
限
〜
七
月
二
十
八
日
（
水
）
�

・
提

出

先
〜
縦
覧
場
所
と
同
様
�

・
提
出
内
容
〜
住
所
、
氏
名
を
記
載
の
�

　
　
　
　
　
　
う
え
、
意
見
の
要
旨
を
�

　
　
　
　
　
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
か
ら
の
�

お
知
ら
せ
�

�　
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
・
中
標
津
場
外

発
売
所
『
Ａ
ｉ
ｂ
ａ
中
標
津
』
（
東
三

十
一
条
南
一
丁
目
1
（
９
）
８
０
０
７
）

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
お
近
く
に
お

越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
�

発
売
日
�

・
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
�

　
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日
�

　
（
八
月
第
三
週
は
月
・
火
・
水
）
�

　
ナ
イ
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
開
催
中
�

・
ば
ん
え
い
競
馬
�

　
毎
週
土
・
日
・
月
曜
日
�

�

税　　金�
M A T I O N

7

July

らくらしの広場�らしの広場�
7

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

�

5

12

19

26

　�
7

14

21

28

6

13

20

27

日 月 火 水 木 金�土�

　日時／７月20日（火）午後１時～午後５時　　　　場所／中標津経済センター�
　　　　７月21日（水）午前９時～午前11時30分�

詳しくは、町立中標津病院�
医事課　12-8200まで。�

月� 12 26

火� な　　し�

水�

1

�

2

7

8

9

14 21 �

15

16

22 29

23 30

木�

金�

�

25日（日）�

午後５時15分～�
　　午後８時まで�

午前９時～�
　午後５時まで�

16日（金）�
30日（金）�

 休日開設日�  開設時間延長日�

�
７月は固定資産税（第２期）、�
　国民健康保険税（第２期）、�
介護保険料（第２期）の納期です�

�
　固定資産税の第２期と国民健康保険
税の第２期、介護保険料の第２期の納
期限は８月２日です。忘れずに納期内
に納めましょう。�
　固定資産税、町道民税の第１期、軽
自動車税の全期、国民健康保険税及び
介護保険料の第１期の納期限がすでに
経過しています。もう一度お手元の納
付書を確認のうえ、納付されていない
方は早急に納めましょう。�
　町税はみんなの財産です。町税を有
効に使うため、納期内納付にご協力を
お願いします。�
�
～町税等各種収納金の�

納付は口座振替で～�

＜７月の収納窓口休日開設及び�
　　　　　　　平日開設時間延長日>�
��
�
�

�
�
�
�
　収納窓口開設時間延長、休日開設に
あわせて納税相談を実施していますので、
納税についてご相談ください。�
�
所得税の予定納税（第１期分）

の納税をお忘れなく�
�
　所得税の予定納税（第１期分）の納
期は７月１日～８月２日までです。�
　６月中旬に税務署から「予定納税の
通知書」が送付された方は、これに記
載された第１期分の金額が納税する額
になります。�
　詳しくは、根室税務署 �
　　　　　　10153（23）3261まで。�
�
�

サマージャンボ宝くじ�
発売のお知らせ�

�
　7月12日（月）から7月30日（金）ま
でサマージャンボ宝くじ（市町村振興
宝くじ）が発売されます。�
　今年は、夏ラッキー賞１万円が168�
万本など当たり実感のある少額賞金も
豊富です。�
賞　　金　１等　２億円　42本�
　　　　　（１等前後賞各５千万円）�
　　　  ２等　１億円　42本�
　　　　　夏ラッキー賞�
　　　　　　１万円　168万本　他�
抽せん日　８月10日（火）�
　この宝くじの収益金は市町村の明る
く住み良い街づくりに使われます。�
　中標津町ではこれまで、明生地区コ
ミュニティーセンター、西町児童公園、
明生児童公園、まこと団地児童公園、
睦児童公園などの整備に活用されてい
ます。� 10



I N F O R M

くらくらしの広場�くら

�北
海
道
立
根
釧
農
業
試
験
場
�

公
開
デ
ー
の
お
知
ら
せ
�

�　
根
釧
農
業
試
験
場
で
は
、
広
く
地
域

の
皆
さ
ん
に
試
験
場
の
研
究
業
務
や
酪

農
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

「
農
試
公
開
デ
ー
」
を
行
い
ま
す
。
�

日
時
　
八
月
四
日
（
水
）
�

　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

場
所
　
北
海
道
立
根
釧
農
業
試
験
場
�

内
容
　
研
究
室
紹
介
、
試
験
場
内
見
学
、

ウ
シ
講
座
、
農
業
相
談
・
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
牛
乳
や
乳
製
品
の

試
食
・
販
売
�

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
立
根
釧
農
業
試

験
場
管
理
科
1
（
２
）
２
０
０
４
ま
で
。
�

�家
畜
商
講
習
会
の
�

開
催
に
つ
い
て
�

�　
平
成
十
六
年
度
の
家
畜
商
講
習
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
講
を

希
望
す
る
方
は
期
日
ま
で
に
農
林
課
畜

産
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

講
習
会
開
催
日
時
及
び
場
所
�

　
九
月
十
五
日
（
水
）
〜
十
六
日
（
木
）
�

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で
�

　
札
幌
市
（
北
海
道
庁
別
館
地
下
一
階
�

　
大
会
議
室
）
�

提
出
書
類
　
受
講
願
書
（
写
真
貼
付
）
�

　
二
部
（
様
式
は
農
林
課
畜
産
係
に
あ
�

　
り
ま
す
。
）
�

受
講
手
数
料
　
四
千
四
百
八
十
円
相
当
�

　
の
北
海
道
収
入
証
紙
�

申
込
期
日
　
七
月
三
十
日
（
金
）
�

　
詳
し
く
は
、
農
林
課
畜
産
係
ま
で
。
�

�「
森
の
窓
口
」
を
�

　
開
設
し
ま
し
た
�

�　
根
室
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森

づ
く
り
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
技
術

相
談
等
の
た
め
の
「
森
の
窓
口
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
�

　
樹
木
に
関
す
る
こ
と
、
植
樹
活
動
に

関
す
る
こ
と
、
森
林
の
整
備
に
関
す
る

こ
と
、
林
業
経
営
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

森
林
・
林
業
に
関
す
る
こ
と
を
林
業
改

良
指
導
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。
�

窓
口
開
設
場
所
�

　
別
海
町
別
海
緑
町
三
十
八
番
地
五
�

　
（
根
室
支
庁
合
同
庁
舎
二
階
）
�

　
根
室
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
�

　
1
（
５
）
２
３
０
４
�

窓
口
開
設
時
間
�

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
�

　
（
土
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
除
く
）
�

�自
衛
官
募
集
�

�募
集
種
目
　
航
空
学
生
�

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
高
卒
�

　
（
見
込
含
）
二
十
一
歳
未
満
の
者
�

募
集
種
目
　
一
般
曹
候
補
学
生
�

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
満
十
�

　
八
歳
以
上
満
二
十
四
歳
未
満
の
者
�

募
集
種
目
　
曹
候
補
士
及
び
２
士
�

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
満
十
�

　
八
歳
以
上
満
二
十
七
歳
未
満
の
者
�

受
付
期
間
　
八
月
二
日
〜
九
月
八
日
�

試
験
期
日
　
九
月
十
八
日
〜
�

　
　
　
　
　
九
月
二
十
七
日
の
間
�

　
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
帯
広
地
方
連
絡

部
中
標
津
募
集
事
務
所
1
（
２
）
０
１

２
０
ま
で
。
�

�町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
�

立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会
�

�　
八
月
二
十
九
日
投
票
日
の
中
標
津
町

長
選
挙
及
び
中
標
津
町
議
会
議
員
選
挙

に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
へ
の
事

前
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
�

●
中
標
津
町
長
立
候
補
�

●
中
標
津
町
議
会
議
員
立
候
補
�

日
時
　
八
月
五
日
（
木
）
午
前
十
時
〜
�

場
所
　
役
場
三
階
三
〇
一
号
会
議
室
�

　
告
示
日
に
立
候
補
の
届
け
出
を
す
る

際
に
、
書
類
な
ど
に
不
備
が
あ
る
と
受

理
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け
説

明
会
に
出
席
し
ま
し
ょ
う
。
�

★
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
�

　
中
標
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
。
�

計根別で紙飛行機「知床大会」�
めざせ！ジャパンカップ（キロロ）全国大会�
　７月31日（土）９時30分より、計根別の中標津交流
センターにおいて、競技用紙飛行機の製作講習会、そ
の後飛行競技会が開催されます。競技会の総合優勝者
には、全国大会への出場権が与えられます。�
お問い合わせ、参加申し込みは実行委員会�
（飯島1090－8362－9989）まで。�

健　　康�

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（10154－22－0111）�

�

11

「筋力アップで体イキイキ�
教室」のお知らせ�

�
　高齢者の身体機能向上のための筋力
トレーニング教室を開催します。�
対　　象　70歳以上で体力に不安があり、

外出が億劫と感じる方。
（医師から運動を中止され
ている方、介護保険認定者
は除きます）�

日　　時　９月14日～12月３日まで�
　　　　　毎週火、金曜日（全24回開催）

午前９時50分～午前11時30分�
場　　所　総合福祉センター　プラット�
募集人数　７名�
※申し込み人数が多い場合は、一度体
力測定を実施し、より体力が低下し
ている方とします。�
申込締切　７月30日（金）�
申 込 先　中標津町保健センター（成人�
　　　　　保健係）1２－２７３３まで�
�
�
骨粗しょう症検診のお知らせ（８月分）�
�
申込期間　７月５日～７月20日の平日
実施期間　８月２日～８月31日の平日�
内　　容　問診、骨密度測定、診察�
料　　金　1,000円（70歳以上500円）�
定　　員　１日２人�
実施場所　町立中標津病院�
申 込 先　中標津町保健センター（成
　　　　　人保健係）12－2733まで�
�
�
中標津町次世代育成地域行動計画�
策定検討委員の募集について�

�
　町では、次世代育成支援対策推進法
が制定されたことに伴い、「中標津町
次世代育成地域行動計画」を策定する
ことになりました。このため子育てに
対する生活実態・意見・要望等の把握
を目的に、小学生未満の児童を持つ約
2,500世帯を対象に「ニーズ調査」を
実施（回収率66％）しました。この調
査結果を基に同計画書策定の検討委員
を町民の皆様から募集しています。特
別な資格は必要ありませんので、興味
のある方の参加をお願いします。�
募集期間　７月20日まで�
募集人数　３名�
　お申し込み、詳細については、福祉
課母子・児童育成係まで。�
�



こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　�

平成16年�7
VOL.499 （　） 内は前月比�

誕生   30人    死亡   13人�
転入   85人    転出   68人　�

５月31日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

23,871（＋34）�
11,755（＋24）�
12,116（＋10）�
9,965（＋14）�

なかしべつ�

地球が丸く見える

5
30

運
動
会
シ
ー
ズ
ン
�

到
来
�

　
七
月
か
ら
ご
み

の
分
別
方
法
が
増
え
、

こ
の
分
け
方
・
出

し
方
に
つ
い
て
町

の
担
当
者
が
各
町

内
会
で
説
明
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

分
別
区
分
が
増
え

る
の
は
、
資
源
ご

み
と
し
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、

紙
製
容
器
包
装
・

紙
パ
ッ
ク
の
三
種

類
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
詳
し
く
は

生
活
課
環
境
衛
生

係
ま
で
。
�

地球が丸く見える

6
13

ごみの分け方・�
出し方をＰＲ�

　
町
な
ど
が
主
催
し
た
「
歯
・
口

の
健
康
に
関
す
る
」
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
を

し
る
べ
っ
と
に
展
示
。
�

　
今
年
は
町
内
の
小
学
校
十
一
校

か
ら
千
二
百
二
十
四
点
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
町
長
賞
に

中
標
津
小
学
校
　
五
年
幸
田
憲
紀

く
ん
（
上
記
写
真
）
、
教
育
長
賞

に
荒
有
美
佳
さ
ん
（
中
標
津
東
小

学
校
三
年
）
、
歯
学
会
賞
に
久
保

瑞
希
さ
ん
（
俣
落
小
学
校
一
年
）

な
ど
、
入
選
作
品
四
十
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
�

地球が丸く見える

6
4

「歯」の図画・ポスター�
　コンクール�
　入選作品展示�

地球が丸く見える

5

ラ
ジ
コ
ン
勢
ぞ
ろ
い
�

ラ
ジ
コ
ン
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
開
催
�

　
今
年
で
十
三
回
目

に
な
る
道
東
ラ
ジ
コ

ン
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

が
、
南
中
の
ラ
ジ
コ

ン
飛
行
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
ラ
ジ
コ
ン

愛
好
者
約
三
十
人
が
、

デ
モ
飛
行
で
青
空
に

吸
い
込
ま
れ
る
飛
行

機
を
堪
能
し
ま
し
た
。
�

30

きまりを守り　明るいまちにしましょう　町民憲章より�

写真をご希望のかたにネガをお貸しします。�

 
全
校
児
童
九
人
の
若
竹
小

学
校
で
は
、
地
域
住
民
合
同

の
行
事
と
し
て
、
今
年
も
百

人
余
り
が
参
加
し
て
運
動
会

を
行
い
ま
し
た
。
酪
農
地
帯

な
ら
で
は
の
牧
草
ロ
ー
ル
転

が
し
な
ど
の

種
目
も
あ
り

多
い
に
盛
り

上
が
り
楽
し

い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
�


